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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（１）受入れの概要

電気事業者は、使用
済燃料を仏および英の
再処理工場に委託して
再処理している。

ウランやプルトニウム
は、電気事業者に返還
されると同時に放射性
廃棄物も返還される。

高レベル放射性廃棄
物は安定した形態に固
化したガラス固化体とし
て返還される。

返還されたガラス固化
体は最終的な処分に向
けて搬出されるまでの
30～50年間冷却・貯蔵
される。

1830本受入済／令和4年7月末現在
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ
（２）ガラス固化体の性状

高さ 約1340mm

外径 約430mm

容器材料 ステンレス鋼（肉厚約5mm）

体積 容器内容積 約170ℓ
固化ガラス体積 約150ℓ

重量 550kg以下

固化材 ホウケイ酸ガラス

放射能量
（最大）

α核種 ：3.5×1014Bq/本
βγ核種：4.5×1016Bq/本

発熱量 最大2.5kW/本以下、
平均2.0kW/本以下
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（３）高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）輸送容器

TN28VT型輸送容器

総重量 約113.5ｔ（最大時）

外径 約2.4ｍ

長さ 約6.6ｍ（緩衝体を含む）

収納本数 28本以下または20本以下

高レベル放射性物質（ガラス固化体）輸送船で運搬
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（４）高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター

返還されたガラス固化体は最終的な処分に向けて搬出されるまでの
30～50年間冷却・貯蔵される。

廃棄物貯蔵容量：2880本



7

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ①概要

輸送容器の受入、一時保管 ⇒ ガラス固化体抜出し ⇒検査 ⇒ 貯蔵
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ②輸送容器の受入れ、一時保管

専用車両で搬入した輸送容器を受入れ建屋天井クレーン

を使用して吊降ろす。
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ③ガラス固化体の抜き出し

輸送容器の中の気体をサンプリン
グして放射性物質（Cs-137、Ru-
106)の濃度を測定。

ガラス固化体検査室補助クレーン
により輸送容器の蓋を取り外し。

ガラス固化体検査室天井クレーン
にて輸送容器内のガラス固化体を
抜き出し、ガラス固化体検査室内の
ガラス固化体仮置架台に仮置き。
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ④ガラス固化体の検査

安全に貯蔵できることを確認するた
め、ガラス固化体検査を実施。

①発熱量測定

②外観検査

③寸法測定

④重量測定

⑤放射能量測定

⑥閉じ込め検査

⑦表面汚染検査
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（５）工程 ⑤ガラス固化体の貯蔵

検査が終了したガラス固化体は、
貯蔵建屋床面走行クレーンを遠隔
操作して貯蔵ピットの収納管にたて
積みに収納される。



 ガラス固化体は平成７年（１９９５年）より返還開始
 高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターで受入れ

 最終的な処分に向け搬出されるまで３０～５０年間冷却・貯蔵

 仏国分は、１９９５年～２００７年で返還終了（１３１０本）

 英国分は、２０１０年から返還を開始しており、現在までに５２０本受入れ

 現在 １８３０本 貯蔵管理

ガラス固化体は、受入れ開始から累計で約２２００本返還予定
（残り約370本）

次回返還時は、新規制基準対応工事完了後に実施予定

１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（６）ガラス固化体の受入れ実績
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１．海外からの返還廃棄物の受入れ・検査・貯蔵
（７）ガラス固化体の受入実績グラフ

2007年 フランスからの返還完了

1995年 フランスからの返還開始

2010年 イギリスからの返還開始



２．新規制基準対応
（１）これまでの経緯

 ２０１４年１月７日、新規制基準への適合性確認等の審査を受けるため、
原子力規制委員会に対し、事業変更許可および保安規定変更認可を申請。

2014年

1/ 7 原子力規制委員会に対し、法令に基づく適合申請

（事業変更許可申請、保安規定変更認可申請）

⇒記載内容の追加等を行い、事業変更許可申請書の一部補正

（計8回：2020年7月13日最終補正）を実施

2017年10月11日～2018年4月4日 安全審査中断（設備を管理下に置く活動のため）

2020年8月26日に原子力規制委員会において、事業変更許可申請が承認

 新規制基準の設工認申請準備中

 安全性向上工事を実施中
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地震・津波に対する考慮

火災に対する考慮

その他設備性能

従来の基準の強化・明確化

新たに追加された規制基準

地震・津波に対する考慮

自然現象に対する考慮

火災に対する考慮

その他設備性能

不法侵入に対する考慮

従来の基準 新規制基準


安
全
設
計
に
お
け
る
想
定
へ
の
対
処

自然現象に対する考慮
（竜巻・火山等)

設計基準対策

 廃棄物管理施設の新規制基準では、従来の基準が強化・明確化され
るとともに、「不法侵入に対する考慮」などの、規制基準が新たに
追加。

核燃料物質の臨界に対する考慮

２．新規制基準対応
（２）規制の概要
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■主な安全性向上工事

（屋根鉄骨トラス耐震補強工事） （北換気筒耐震補強工事）

２．新規制基準対応
（３）主な安全性向上工事
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３．返還低レベル放射性廃棄物の検討状況
（１） 対象物について

 海外からの返還廃棄物について高レベル放射性廃棄物に続き、低レベル
放射性廃棄物の受入れ・貯蔵を計画

 仏国 Orano社（旧AREVA NC社）
 固型物収納体（CSD-C※１）

ハル・エンドピース及び雑固体廃棄物を圧縮処理し、ステンレス鋼製容器に
封入

 低レベル放射性廃棄物ガラス固化体（CSD-B ※２）

低レベル濃縮廃液をほうけい酸ガラスで固型化
※１． CSD-C：Colis（コンテナ）Standard（標準）de Dechéts（廃棄物）Compacté（圧縮体）

※２． CSD-B：Colis（コンテナ）Standard（標準）de Dechéts（廃棄物）Boues（沈殿物）

 英国 Sellafield Ltd社（旧BNFL社）
 低レベル放射性廃棄物の代わりに高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）で返
還する計画
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３．返還低レベル放射性廃棄物の検討状況
（２）低レベル放射性廃棄物の返還について

 ハル・低レベルガラス固化体受入れ・貯蔵建屋の新設
 低レベル廃棄物受入れ・貯蔵施設（ハル・低レベルガラス固化体受入れ・貯蔵
建屋）を建設し、仏国から返還される低レベル放射性廃棄物を受入れ、貯蔵す
る計画

 同施設では六ヶ所再処理工場にて製造される低レベル放射性廃棄物（ハル等
圧縮体）の貯蔵も行う計画

 高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターにおける返還低レベル廃棄物の
受入れ、貯蔵
 高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターに機能追加等を実施し、ハル・低レベ
ルガラス固化体受入れ・貯蔵建屋が操業するまでの間に仏国から返還される
低レベル放射性廃棄物については、同管理センターで受入れ、貯蔵する計画
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３．返還低レベル放射性廃棄物の検討状況
（３）返還低レベル廃棄物の受入れに係る経緯

 ２０１０年（平成２２年）３月２日に電気事業連合会・当社から申し入れ
 海外からの返還低レベル放射性廃棄物の受入れ

 低レベル廃棄物受入れ・貯蔵施設（ハル・低レベルガラス固化体受入れ・貯蔵
建屋）の新設

 高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターにおける返還低レベル放射性廃棄物
の受入れ・貯蔵

 青森県の「安全性チェック・検討会」による安全性の検討
 ２０１０年３月２３日設置、３月３０日より４回の検討会

 ７月１日に「安全性チェック・検討会 報告書」

 ２０１０年８月１９日までに青森県・六ヶ所村から了解
 県民説明会（７月２３日～２６日、県内６地区７回）

 青森県議会（７月３０日）・六ヶ所村議会（７月２９日）での議論
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３．返還低レベル放射性廃棄物の検討状況
（３）返還低レベル廃棄物の受入れに係る経緯

 ２０１０年１０月２０日 廃棄物管理事業変更許可申請
 高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターにおける返還低レベル放射性廃棄物
の受入れ・貯蔵及び放射性固体廃棄物の最大保管廃棄能力の向上

 ２０１０年１２月７日 ～ ２０１２年１月１２日 意見聴取会

 一部補正（２０１１年１月２０日、２０１２年１月６日）

 ２０１２年１月２７日 原子力安全委員会及び原子力委員会へ諮問
 ３月２１日 原子力委員会 答申

 ９月１０日 原子力安全委員会 通知

「安全設計・技術的能力」については、妥当性を確認したが、「耐震評価」に
ついては課題が残っている旨を通知

 ２０２０年３月３１日 廃棄物管理事業変更許可の取下げ
 ２０１０年１０月２０日申請の廃棄物管理事業変更申請について、新規制基準の
施行前に申請したものであり新規制基準の内容が取込まれていないため、申請
の取下げを実施。返還時期などを電力と調整した後、新規制基準の内容を取込
んだ上で改めて申請する予定。
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